
　かつて地域防災に大きな役割を果たしてきた「火の

見櫓」、現在はその役目も終え、地域からその存在は

失われつつある。しかし、「火の見櫓」の価値は地域

防災のシンボル的価値があるだけでなく、地域の風景

としてのランドマーク的価値、建築のデザイン的価値

など、歴史的文化的価値は大きく、機能は失ってもそ

の存在価値はまだまだ大きいものと考えられる。

　今回、富士宮市で毎年行われている「ふじのみや・

まちなかアートギャラリー」への出展の機会を得た。

展示空間のテーマは「昭和」。そこで、昭和の懐かし

い風景の要素のひとつでもある「火の見櫓」をテーマ

にした作品を出展。具体的には、県内で確認できた「火

の見櫓」996 基を紹介するとともに、その存在価値を

見直し、新たな活用について提案した。

　火の見櫓が誕生したのは、江戸時代に起きた明暦の

大火（1657）と言われており、その後全国に普及して

いったが、その多くは明治に入ってからであり、最盛

期は昭和 30 年代頃と考えられている。

　「火の見櫓」の目的は、地域防災であり、庶民によ

る自衛消防であり、火災が起きた際にいち早く住民を

伝えることを第一の目的としている。建築物が木造で

火災に弱く、伝達手段が限られていた時代の中、「火

の見櫓」は日本固有の構築物として存在し、住民に安

心安全を伝え続けていたのである。

　しかし、建築物の不燃化や高層ビル化、火災報知シ

ステムの普及により、「火の見櫓」はその役割を失っ

ていき、その存在が忘れられていくようになる。

　地域防災の役割を担っていた「火の見櫓」だが、そ

の存在価値は大きく、地域のシンボル的価値の他、地

域の風景としてのランドマーク的価値、建築のデザイ

ン的価値などを有していた。地域のシンボル的価値と

は、地域の人たちが生活の安全安心をめざして各集落

に建てられていたことを考えると、コミュニティのシ

ンボルとして存在していたことは間違いない事実から

である。

　ランドマーク的価値、デザイン的価値というのは、

「火の見櫓」が地域コミュニティの中心にあることが

多く、その地域を見守ることを主として建てられてお

り、半鐘の音が聞こえる範囲、かつ見渡すことができ

る範囲に建てられていることから、ランドマーク的な

存在であるといえる。そして、火の見櫓を造っている

のは、地元の鉄工所であり、標準的な形があるものの、

その鉄工所の手仕事によるデザイン的な違いが見られ

るのも特徴のひとつである。

　日本ユネスコ協会連盟もまたその価値を認め、2016

年末に地域の豊かな自然や文化を 100 年後の子どもた

ちに残すための活動に対して贈る『プロジェクト未来

遺産』に、「火の見櫓」に関する活動を登録しており、

火の見櫓の価値を再確認するよい機会となっている。

　火の見櫓は、形で分類してみると、櫓型と梯子型、

その中間の櫓梯子型に大別できる。櫓型はだいたい

10 ｍ以上の高さがあり、３、４本の柱によって構成さ

れ、見張台と屋根を支えている。梯子型は 5 ｍ以下の

高さのものが多く、2 から 4 本の柱で建っており、見

張台はない。櫓型は平地や街なかに多く見られ、梯子

型は山間部に多く見られるが、これは、火の見櫓の音

を伝播するという目的が理由と考えられる。

　また、火の見櫓を構成する頭頂部、屋根、見張台に

も、さまざまなデザインを見ることができ、それらの

組合せ方でさらにさまざまな形状を見ることができ

る。各形状においては、地域の特性を見ることもでき、

たとえば屋根にむくりのあるタイプは磐田市に多く見

られ、三角屋根や方形屋根のシンプルな形のものは川

根町に多く見られる。「火の見櫓」は機能的にはみな

同じであっても、つくる人、職人の手仕事的な構法に

より、実に多くの多様性が生み出されている。つくり

手は各地域ごとの職人であるため、そのデザインは自

ずと地域に根差したデザインが生み出されていくこと

になる。一見、どの火の見櫓も同じデザインと思われ

がちだが、同じようなデザインであってもよく見ると
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１．はじめに

２. 火の見櫓について

３. 形の分類、地域性、多様性について
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微妙な差異があることもおもしろさのひとつである。

　日本ユネスコ協会連盟が 2009 年から始めた「未来

遺産運動」とは、地域文化や自然遺産を未来に伝えて

いこうとする活動に対して、それを推進する地域を支

援し応援しようという仕組みである。プロジェクト未

来遺産は公募で選ばれる。応募条件は「原則として２

年以上の活動実績があること」「非営利団体であるこ

と」「地域の人々が主体となって運営していること」

の３つ。2009 年から毎年、３から 10 のプロジェクト

が登録されている。

　火の見櫓の活動が登録されたのは 2016 年 12 月であ

り、第 8 回「プロジェクト未来遺産 2016」として登

録されている。「火の見櫓」をコミュニティの連帯の

象徴として新たに地域のシンボルとして位置づけ、安

全遺産として継承していく点が評価された結果だっ

た。また将来的に全国的な「火の見櫓」ネットワーク

の形成を目指し、子供たちの社会学習やシンポジウム

等の次世代への普及活動も行っている点も評価され

た。

　かつて火の見櫓からまちづくりを考える会は、「火

の見櫓は「遺産」か「ゴミ」か」という調査報告書を

まとめ上げている。このタイトルのように、火の見櫓

は果たして「遺産」なのか「ゴミ」なのかは大きな課

題である。

　ユネスコ未来遺産運動に登録されたことからも、火

の見櫓は決して「ゴミ」などではなく、未来に残すべ

き「遺産」なのである。建築の果たすべき役割は機能

だけではない。存在そのものにも意味がある。ただし、

ただ建っているだけではその意味はなかなか伝わらな

い。そこに新たな活用方法を見出していく必要がある。

　「火の見櫓からまちづくりを考える会」とは別の団

体で、「櫓 an」という団体がある。平成16年に地元の

若者で構成された団体で、火の見櫓を使い、何か新し

い地域おこしができないかと様々な活動を行っている

団体である。

　櫓 an は旧富士川町にある久保田農園内の火の見櫓

を活用し、ライトアップしてクリスマスイベントを開

催したり、たくさんのこいのぼりを火の見櫓からたな

びかせてみるイベントを開催したり、流しそうめん等

のふれあいイベントを開催したりと、将来、地域の中

心となる子供たちに、自然の大切さや文化歴史を伝え

るイベントを数多く開催している。これはほんの一例

ではあるが、このように火の見櫓を保存活用すること

で未来につなげていく活動の存在は大変興味深い。

　旧富士川町にある久保田農園、その園内には無上帑

という Caféもあり、多くの人が訪れる憩いの場にも

なっており、Caféから東南東に30ｍほど離れた位置

に火の見櫓が建っている。その立ち姿は、高さ約 20

ｍほど、見張台は 2 段になっており、屋根は八角形の

やや丸みを帯びている。白色に塗装され、やや傾斜し

た敷地の先には富士山が見え、周りは緑に囲まれてお

り、風景に溶け込みつつもその存在感を示し、凛とし

た姿を見せてくれている。

　この火の見櫓は最初からここに建てられていたわけ

ではない。もともとは富士川町岩淵字塘内に昭和 26

年に建設されたものである。総高 18.5 ｍ、工費 34 万

円だったという。そのすぐそばには消防第 2 分団も建

設されていた。その後、第 2 分団は移転し、平成 11

年 12 月に地震対策のため解体撤去されてしまう。そ

れを久保田農園の久保田隆義氏が撤去と同時に譲り受

け保管。それを「櫓 an」のメンバーが再建を計画し、

翌17年２月に再建、現在に至っている。この「火の見

櫓」は、平成 18 年３月に国登録有形文化財に指定さ

れている。またこの場所は、プロジェクト未来遺産の

活動の主な拠点にもなっている。

　今回の「ふじのみや・まちなかアートギャラリー」

に出展した作品では、この久保田農園内の火の見櫓を

モデルとして考え、他の火の見櫓でも同様に展開でき

るような活用方法を試みている。

久保田農園内 café無上帑と火の見櫓

久保田農園内　火の見櫓

４. ユネスコ未来遺産運動について

５. 保存・活用の必要性について

６．久保田農園内に立つ火の見櫓
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　「ふじのみや・まちなかアートギャラリー」とは、

富士山本宮浅間大社の東西、富士宮駅から西富士宮駅

の間にある６つの商店街（駅前通り商店街、中央商店

会、マイロード本町、神田通り商店街、大社通り宮町、

西町商店街）で開かれるアートギャラリーで、総勢

50 名以上の作品が 60 ヶ所以上の各商店街の店舗に展

示され、富士宮の町全体が芸術空間に変わる企画であ

る。今年で 15 回目を迎え、６月 16（金）から 25 日（日）

の 10 日間開催された。期間中はワークショップやグ

ルメイベントなどもあり、いつもと違う雰囲気を楽し

むことができる。

　今回私が出展する場所は、西富士宮駅に近い西町商

店街の「くぬぎ」という場所で、濃い赤茶色の外壁が

目立つ２階建ての１階部分（10 畳ほど）が展示スペー

スであった。ここは現在空き店舗となっており、「Do 

Arts Fujisan」という富士富士宮を中心とした作家集

団の展示場所として使用することになり、私もそのう

ちの一人として出展した。

　「ふじのみや・まちなかアートギャラリー」では、

全体に共通するテーマは決められておらず、各自それ

ぞれの自由な作品の展示が可能であるが、今回私が出

展する場は、「Do arts Fujisan」としてのグループ展

示でもあるため、展示テーマが「昭和」と決められて

いた。そこに出展する人数は 20 人ほどで、出展者の

中には個人で別の場所に同時出展されている方もい

る。

　「昭和」というテーマから、私は、昭和のまちの風

景には欠かせない存在だった「火の見櫓」を展示しよ

うと思い、未来につなげる提案をしてみたいと思った。

未来に昭和をつなげてみたいと思った。

けやき　内部 けやき　内部

けやき　外部

展示場所　けやき

７．ふじのみや・まちなかアートギャラリーについて
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　「火の見櫓」を展示するにあたり、まず、2000 年か

ら火の見櫓からまちづくりを考える会（私も会の一員）

として調査を進め確認できた県内の「火の見櫓」1016

基のうち 996 基の写真を A1 サイズのパネル 2 枚にす

べて並べ展示することにした。この中には現存するも

のもあれば、解体されすでに失くなったものも含まれ

ている。

　いざ並べてみると、いかに地域に根付いた存在であ

るのか、こんなにも多くが各地域に存在していたのか

ということがよくわかる。また、先にも述べたような

ヴァリエーションの豊富さも見ることができる。そし

て、どの風景にも「昭和」の懐かしい雰囲気が漂って

いて、写真を見た年配の方々は、懐かしい、子供の頃

を思い出す、などと話していた。

　現在火の見櫓がその機能を失ってしまっているのは

事実であり、機能としては平成の現代においては不要

となってしまったものばかりであるが、その存在理由、

伝えるべきことすべてを失ったわけではないと思って

いる。では、そのようなものをどのように残したらよ

いのだろうか、どう活用したらよいのだろうか。私は

そこまでを含めた展示をしたいと考えた。

保存活用するためには、過去も現在も変わらぬ本質を

未来に伝えることが重要であり、また、そこに新たな

機能を追加する必要がある。

　過去も現在もそして未来も変わらぬ本質とは何か、

それは「火」と「人間」のつながりである。まちの安

まちなかアートギャラリー　チラシ

心安全を見守るシンボルとして立っていた「火の見

櫓」、いつの時代であっても、どこに立っていても、

そこには「火の用心」というキーワードが含まれてい

たはずである。それはこの先も変わらない本質である。

　明かりを灯すとき、食事をするとき、お風呂に入る

とき、暖をとるとき、「火」と「人間」は人間が誕生

してからずっと密接な関係にあった。「火」は私たち

「人間」にとって、とても大切なものである。が、時

として「火」は火事などにより人間を苦しめてしまう

ことがある。現代は過去に比べれば火事は非常に少

なくなっている。そして、現代のわれわれの生活は、

LED の明かりのもと、燃えにくい素材に囲まれ、IH

で料理をし、電気で沸かしたお風呂に入っている。現

代の「火」と「人間」の関係は過去に比べ希薄になっ

てしまっている。しかし、いつの時代であろうと、火

への感謝、火への畏怖は忘れてはならない。「人間」

は「火」なしで生きていくことなどできないのだから。

それはこの先未来もずっとである。「火の見櫓」には、

「火の用心」という永遠のテーマと類のない歴史的文

化的価値を含んでいる以上、このことを伝える役割が

ある。

　シンボル的価値を見直し、ランドマーク的価値を取

り戻し、かつてまちの中心にあった火の見櫓のように、

人が集える場として生まれ変わらせてみたらどうだろ

うと考えた。火の見櫓を中心に薄い膜を張ってスペー

スをつくり、その下に人が集える場をつくるというの

はどうだろう。火に感謝し、火を楽しむ場、同時に火

への畏怖も感じられる場所を想像、設計してみた。

　「火の見櫓」が新たな価値を得れば、今までと違っ

て見えるはずである。次の世代にも受け継ぐことがで

き、歴史をつなげることができると考えた。

　「火の見櫓」を使い、「火」をテーマにしたオープン

なコミュニティスペース、新たな風景デザインの計画

である。
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８．活用案について
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